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学 位 論 文 要 旨 
     
   Enhanced apoptosis during early neuronal differentiation in mouse ES cells 











には、その詳細な分子メカニズムの解明が必須である。本論文では in vitro におけるモ
デル系を開発し、その機能解析を行った。 
 




































 考 察 
本研究の内容は、常染色体異常によるゲノム不均衡そのものが、神経発生初期における
アポトーシスの亢進を引き起こす事を示唆するものである。また、それに関わる分子メカ
ニズムとして、常染色体異常により共通に発現が低下する遺伝子群を同定したが、これら
の遺伝子群が、神経発生に伴うアポトーシスに関与するという報告はなく、未知の分子メ
カニズムである事が考えられる。 
また、同定された遺伝子群は、それぞれ異なる染色体上に存在している事から、常染色体
異常によるゲノム不均衡が、増減の無い染色体上の遺伝子発現の変化を引き起こしている
事を示唆している。実際に、ダウン症候群においても他の染色体上の遺伝子の発現までも
が変動するという報告があるが、それに合致する結果である。 
